








































山 邊 勇 太
的把握が可能 とな り,口 。テス トはその有効性が
認められてきている(沼,2015)。名 古屋大学式技









































まずCMIを実施 した。次いでPILテス トを実施 し,
最後に口 。テス トを実施 した。





リシス,シー クエンス・アナ リシスにみ られる特
徴を比較 した。 さらに臨床群,N群の 「感情カテ




















次第 に(card Ⅱ以降),「脅威的感情」 が続 き ,
card Ⅵでは 「不安があるにもかかわらずそれを
















































中年期男性のうつ状態について口 。テス トを通 し
て診断基準にない潜在的な感 1青が見出され,アセ
スメン トヘの端緒が得られたのではないだろうかっ
今後,デー タの蓄積 と白殺防止への示唆を得てい
きたい.
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